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論文内容の要旨
鼻咽腔閉鎖運動は発音，呼吸，瞬、下動作の際に重要な役割を担う。解剖学的見地から鼻咽腔の閉鎖に関与する筋は
口蓋帆挙筋，上咽頭収縮筋とされ，鼻咽腔閉鎖運動には両筋が共に関与していると考えられているo また鼻咽腔閉鎖
運動は単一な様式を示す閉鎖運動でなく，個体間あるいは同一個体でも鴨下，吹く動作 (blowing) ，各種母音，子
音発音時など，個々の機能時に異なった閉鎖様相を示すことはすでに明らかとなっている。ところで， この口蓋帆挙
筋と上咽頭収縮筋は起始，停止，走行の上で異なった筋肉であり，両筋の閉鎖運動への関与の大小によって種々の鼻
咽腔閉鎖様相は生み出されていると推察される。しかしヒトを用いた実験的な解析には限界があり，その真偽，詳細
は明らかにされていない。一方，成犬においては鼻咽腔閉鎖運動に口蓋帆挙筋と翼突咽頭筋という 2 つの筋が関与し
ていると考えられる o 翼突咽頭筋は上咽頭収縮筋がヒトにおいてそうであるように成犬の咽頭筋群の最上端に存在し，
その解剖学的走行から鼻咽腔の運動に対してはヒトの上咽頭収縮筋と類似した役割をするものと考えられる。浜口は
成犬において口蓋帆挙筋と翼突咽頭筋による閉鎖様相が異なることを鼻咽腔ファイパースコープを用いてすでに示し
ている o そこで本研究では両筋の鼻咽腔閉鎖運動への関与性を明らかにする目的で，成犬を用い，それぞれの筋を単
独に，あるいは複合し活動させ，鼻咽腔の閉鎖形態の変化を定量的に明らかにするとともに，鴨下動作時の鼻咽腔閉
鎖への両筋の関わりについて検討を行った。
【実験方法】
実験には成犬 (8 """'12kg) を用いた。ペンドパルビツレート (35mg/kg) 腹腔内麻酔下，動物を背位に固定した。
気管切開後，古郷らの方法に準じ，口蓋帆挙筋及び翼突咽頭筋並びに各筋の運動神経枝を無傷で剖出し，以下の実験
を行った。
実験 1 :口蓋帆挙筋，翼突咽頭筋運動神経枝電気刺激による鼻咽腔閉鎖形態の観察
各筋の運動神経枝に矩形波反復電気刺激(電圧 2 V，持続O.lmsec) を与えた時の強縮張力を測定し，各筋に最大
張力を発生させるための刺激条件を求めた後，各筋が最大張力で収縮した際に起こる鼻咽腔閉鎖形態を鼻咽腔ファイ
パースコープを用いて観察した。後鼻糠より口蓋垂までの 1/4 (P1) , 1/2 (P2) , 3/4 (P3) 及び口蓋
垂先端 (P 4) の位置で鼻咽腔外周をピオクタニンを用いて印記し，各環状面を観察部位とした。各筋の運動神経枝
を刺激した際に生じた鼻咽腔閉鎖形態をテレビモニター上に表示し，垂直方向，水平方向の鼻咽腔狭少度をその変化
率で分析した。
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実験 II: 反射性礁下動作時における口蓋帆挙筋，翼突咽頭筋の関与
上喉頭神経内枝を反復電気刺激(刺激頻度25Hz) することにより反射性瞬、下動作を誘発し， その時の両筋の張力
波形を測定することにより各筋の収縮様式について解析した。さらに反射性味下動作時のファイパースコープ所見と
鼻咽腔閉鎖強度について運動神経枝切断実験を行うことにより，各筋の関与について検討した。
【実験結果並びに考察】
実験 I
口蓋帆挙筋，翼突咽頭筋に最大強縮張力を与えるための刺激頻度はそれぞれ， 77Hz， 83Hz であった。この刺激条
件で口蓋帆挙筋，翼突咽頭筋それぞれ単独及び両筋を同時に活動させた際に見られる各環状面における鼻咽腔狭少度
を計測した結果，以下のことが明らかとなった。口蓋帆挙筋は主として P 3 において口蓋帆を水平に保ったまま挙上
した。咽頭側壁運動への関与は小さく，また後壁運動は全く観察されなかった。翼突咽頭筋は口蓋帆挙筋の閉鎖部位
よりもさらに後方 P4 において咽頭側壁・後壁運動により鼻咽腔を環状に閉鎖し，両筋の各閉鎖形態は位置及び様式
において全く異なっていた。両筋を同時に収縮させた場合， P 3 , P 4 において括約状の閉鎖運動が観察されたが鼻
咽腔狭少度において両筋単独の活動の際に見られる狭少度の中間の値であった。
実験 E
反射性暗黒下動作時における口蓋帆挙筋の収縮張力は単収縮張力の2.0 :1:: 0.5倍，最大強縮張力の43.2 :1::11. 7% であっ
た。翼突咽頭筋においてはそれぞれ3.7 :1::1. 3倍， 80.0 :1:: 10.8% といずれも口蓋帆挙筋に比べて有意に大きな値を示し
た (Wilcoxon signed rank test. P <0.05)。両筋の張力波形を同時に記録した場合，張力はほぼ同時に発生し，口
蓋帆挙筋は収縮開始後約120msec にピークを持つー峰性の張力波形を呈したのに対し，翼突咽頭筋は収縮開始約120
から約450msec まで収縮張力を維持する台形状の波形を呈していた。鼻咽腔閉鎖運動については P 2 より尾側におけ
る口蓋帆運動，側壁運動及び P 3 より尾側における咽頭後壁運動により完全閉鎖するのが明らかとなった。口蓋帆挙
筋運動神経枝切断後，口蓋帆運動が著しく減少したが，咽頭側壁・後壁運動はほとんど影響を受けなかった。翼突咽
頭筋運動神経枝を切断した場合，口蓋帆挙筋運動神経枝切断時に比べ口蓋帆運動への影響は小さいものの咽頭側壁・
後壁運動が減少した。すなわち反射性鴨下動作時の閉鎖様式も両筋各々の特徴が認められることを示していた。鼻咽
腔閉鎖強度への関与については口蓋帆挙筋は瞬、下動作における鼻咽腔閉鎖運動の比較的早期(鼻咽腔閉鎖運動開始後
約70--200msec) の強い閉鎖に関与しているのに対し，翼突咽頭筋は鼻咽腔閉鎖運動全体(鼻咽腔閉鎖運動開始後約
120--500msec) にわたって持続的に閉鎖強度を維持していることが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
本論文は，主要な鼻咽腔閉鎖筋である口蓋帆挙筋，上咽頭収縮筋両筋の鼻咽腔閉鎖運動への関与性を明らかにする
目的で，成犬を用い，それぞれの筋を単独あるいは複合して活動させ，鼻咽腔の閉鎖形態の変化を定量的に明らかに
するとともに，礁下動作時の鼻咽腔閉鎖への両筋の関わりについて検討を行ったものである。その結果，口蓋帆挙筋
および翼突咽頭筋それぞれの単独収縮によって生じた鼻咽腔閉鎖形態に明確な相違が認められ，口蓋帆挙筋は軟口蓋
尾側 1/4 において口蓋帆を水平に保ったまま挙上したのに対し，翼突咽頭筋は口蓋帆挙筋よりもさらに尾側におい
て咽頭後壁・側壁運動により鼻咽腔を環状に閉鎖した。また反射性停車、下動作においても各筋の誘発する鼻咽腔閉鎖運
動は前述の如くと考えられたが，口蓋帆挙筋は暗黒下動作における鼻咽腔閉鎖運動の比較的早期の強し、閉鎖に関与して
いるのに対し，翼突咽頭筋は鼻咽腔閉鎖運動全体にわたって持続的に閉鎖強度を維持していることが明らかとなった。
以上の結果は， ことに口蓋裂を含めた鼻咽腔閉鎖不全症患者の診断，並びにその正確な病態把握に対して新たな知見
を与えるものと考えられる。
従って，本研究者は博士(歯学)の学位を得る資格があるものと認めるo
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